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要
旨
：
吐
蕃
が
敦
煌
を
統
治
し
た
時
期
（
七
八
一
―

八
四
八
年
）
に
、

法
華
信
仰
は
敦
煌
に
お
い
て
依
然
と
し
て
流
行
し
て
い
た
。
敦
煌
文

献
に
吐
蕃
時
代
の
『
法
華
経
』
写
経
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
以
外

に
、
敦
煌
の
石
窟
に
は
、
こ
の
時
期
の
六
つ
の
法
華
経
変
が
保
存
さ

れ
、
莫
高
窟
第
三
六
一
窟
に
は
さ
ら
に
蓮
華
塔
式
の
法
華
塔
が
出
現

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
中
唐
期
に
敦
煌
で
法
華
信
仰
が

非
常
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
法
華

信
仰
は
、
盛
唐
時
代
の
様
式
を
継
承
し
た
上
で
、
さ
ら
に
密
教
的
な

色
彩
を
加
え
、
法
華
信
仰
の
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
中
唐
の
敦
煌
文
献
と
敦
煌
石
窟
の
法
華
資
料
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
法
華
信
仰
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
発
展
と
特
徴
を
概

説
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
吐
蕃
、
敦
煌
、
法
華       

中
唐
の
敦
煌
で
流
行
し
た
『
法
華
経
』

　

漢
文
の
『
法
華
経
』
に
は
、
お
も
に
三
種
の
訳
本
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
西
晋
の
竺
法
護
が
訳
し
た
『
正
法
華
経
』、
後
秦

の
鳩
摩
羅
什
が
訳
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
』、
隋
の
闍
那
崛
多
が

達
摩
笈
多
と
訳
し
た
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
で
あ
る
。
こ
の

中
で
最
も
流
行
し
た
の
は
鳩
摩
羅
什
の
訳
本
で
あ
り
、
敦
煌
文

献
に
お
い
て
現
存
す
る
『
法
華
経
』
の
数
は
極
め
て
多
い
。
方

広
錩
『
敦
煌
仏
教
経
録
輯
校
』
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
吐
蕃
が

敦
煌
を
統
治
し
た
時
期
（
七
八
一
―

八
四
八
年
）
に
つ
い
て
い
う

趙 

暁
星

松
森
秀
幸
　
訳

吐
蕃
統
治
期
の
敦
煌
に
お
け
る
法
華
信
仰
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と
、
敦
煌
文
献P. 3807

とS. 2079

の
『
龍
興
寺
蔵
経
目
録
』

の
中
に
は
、
四
種
類
の
法
華
系
経
典
を
収
録
し
て
い
る（１
）。
す
な

わ
ち
、『
法
華
三
昧
経
』（
一
巻
）、『
法
華
経
』（
七
巻
、
大
乗
の

重
訳
経
典
）、『
正
法
華
経
』（
十
巻
、
大
乗
の
重
訳
経
典
）、『
法

華
論
』（
一
巻
、
大
乗
の
論
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の

敦
煌
の
官
方
寺
院
で
あ
る
龍
興
寺
の
中
に
、
鳩
摩
羅
什
が
翻
訳

し
た
七
巻
本
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
、
竺
法
護
が
翻
訳
し
た
十

巻
本
の
『
正
法
華
経
』
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
劉
宋
の

智
厳
が
訳
し
た
『
法
華
三
昧
経
』
一
巻
と
作
者
不
詳
の
『
法
華

論
』
一
巻
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
流
通
と
使
用
の
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
当
時
は
、
鳩
摩

羅
什
が
訳
し
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
竺
法
護
が
訳
し
た
『
正
法

華
経
』
が
中
心
で
あ
っ
た
。
敦
煌
文
献P. 3432
『
龍
興
寺
器

物
歴
』
に
は
、
原
本
の
タ
イ
ト
ル
の
後
に
「
龍
興
寺
卿
趙
石
老

脚
下
依
蕃
籍
所
附
仏
像
供
養
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
中
に
記
さ
れ
る
仏
教
経
典
は
す
べ
て
吐
蕃
時
代
の
龍
興
寺

の
供
養
の
た
め
に
用
い
た
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
七
巻
本
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
経
が
供
養
経
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
敦
煌
文
献P. 3010

『
龍
興
寺
歴
年
配
補
蔵
経
録
』
に
は
、

未
年
（
八
一
五
年
）
に
配
給
さ
れ
補
わ
れ
た
経
典
に
十
巻
本
の

『
正
法
華
経
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
敦
煌
文
献

S. 5676

は
『
点
付
歴
』
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
「
正
法
花
」

と
「
法
華
経
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
竺
法
護
と

鳩
摩
羅
什
の
訳
本
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
に
記

さ
れ
た
「
巳
年
七
月
十
四
日
、
取
蕃
漢
経
本
各
第
一
袟
足
付
令

狐
安
、
安
」
と
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
吐
蕃
時
期
に
経
書
を
引

き
継
い
で
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
同
時
に
、『
正
法
華
経
』

と
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
敦
煌
文
献S. 6515

『
妙
法
蓮
華
経
』
は
鳩
摩
羅
什
訳
本

で
あ
り
、
末
尾
に
「
丑
年
閏
四
月
五
月
廿
四
日
（
八
〇
九
年
）

に
写
し
終
え
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
こ
の
時
に
七

巻
本
の
『
法
華
経
』
が
最
も
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
敦
煌
文
献
に
は
さ
ら
に
七
件
の
古
い
チ
ベ
ッ
ト
語
の

『
法
華
経
』
が
残
っ
て
い
る
。
編
号
はP.t.0572

、P.t.1239

、

P.t.1262

、N
o.19 （

２
）

0

、N
o.191

、N
o.192

、N
o.351.I

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
経
は
中
唐
期
に
漢
訳
の
も
の
と
チ
ベ
ッ
ト

語
訳
の
も
の
が
同
時
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、『
法
華
経
』
は
漢
人
と
吐
蕃
人
の
共
通
の
信
仰
を
受

け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

中
唐
敦
煌
壁
画
『
法
華
経
変
』

　

吐
蕃
統
治
時
代
の
敦
煌
法
華
経
変
の
研
究
に
関
し
て
は
、
主

な
も
の
に
賀
世
哲
『
敦
煌
石
窟
全
集
・
法
華
経
画
巻（３
）』
と
下
野

玲
子
「
吐
蕃
統
治
期
の
敦
煌
『
法
華
経
変
』
に
関
す
る
一
考

察（４
）」

が
あ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
莫
高
窟
第
一
五
九
窟
法
華
経

変
を
中
心
に
、
中
唐
期
の
法
華
経
変
の
特
徴
を
論
じ
て
い
る
。

と
く
に
賀
世
哲
氏
は
、
中
唐
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
華
経
変
に
対
す

る
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、
中
唐
の
法
華
経
変
が
経
典
の
意
味

を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
重
要
な
特
徴
を
指
摘
し
、
書
末
の
附

録
一
に
お
い
て
、
法
華
経
変
の
各
品
に
つ
い
て
統
計
を
行
っ
て

い
る
。
中
唐
期
の
敦
煌
法
華
経
変
の
現
存
す
る
六
つ
に
は
、
莫

高
窟
第
一
五
四
、
一
五
九
、
二
三
一
、
二
三
七
、
四
七
二
、
一

四
四
窟
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
経
典
の
中
で
各
品
が
描
か
れ
た
具

体
的
な
状
況
は
次
頁
の
通
り
で
あ
る（５
）。

　

こ
の
統
計
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
盛
唐
と
比
べ
て
、
こ
の
時
期

の
法
華
経
変
は
細
部
を
描
写
す
る
こ
と
に
長
け
て
お
り
、『
法

華
経
』
諸
品
の
秩
序
を
も
っ
た
構
成
を
同
一
の
図
像
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
経
変
の
下
部
に
屏
風

絵
の
形
式
を
描
き
加
え
て
経
変
の
内
容
を
補
う
と
い
う
新
し

い
形
式
が
出
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
莫
高
窟
第
一
五
九
、
二

三
一
、
二
三
七
、
一
四
四
窟
な
ど
の
よ
う
に
、
屏
風
絵
を
帯
び

た
経
変
の
内
容
は
、
莫
高
窟
第
一
五
四
窟
の
屏
風
絵
が
な
い
経

変
に
比
べ
、
確
か
に
よ
り
多
く
、
数
品
の
内
容
を
提
示
し
て
い

る
。
中
唐
期
の
法
華
経
変
の
図
像
の
相
似
性
は
非
常
に
高
く
、

こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
定
型
化
さ
れ
た
法
華
経
変
の
底
本
は

晩
唐
期
に
お
い
て
継
続
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
よ

り
多
く
の
秩
序
を
も
っ
て
、『
法
華
経
』
諸
品
の
経
変
を
描
く
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
そ
の
図
像
に
は
中
唐
の
法
華
信
仰
に
お
け

る
経
の
意
義
を
重
ん
じ
る
と
い
う
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
。
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
唐
期
に
お
い
て
、
法
華
経

変
は
し
ば
し
ば
華
厳
経
変
と
対
称
と
な
っ
て
現
れ
て
お
り
、
ま

た
、
こ
れ
が
相
対
的
、
固
定
的
な
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て
、
こ

の
後
の
敦
煌
で
『
法
華
経
』
と
『
華
厳
経
』
を
合
わ
せ
て
修
行

す
る
と
い
う
伝
統
と
し
て
展
開
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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品名� 窟号 154 159 231 237 472 144
序品一 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

方便品二 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
譬喩品三 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
信解品四 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

薬草喩品五 ✓ ✓ ✓
授記品六

化城喩品七 ✓ ✓ ✓ ✓
五百弟子受記品八 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
授学無学人記品九

法師品十 ✓
見宝塔品十一 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

提婆達多品十二 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
勧持品十三

安楽行品十四 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
従地涌出品十五 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
如来寿量品十六 ✓ ✓ ✓
分別功徳品十七
随喜功徳品十八 ✓
法師功徳品十九

常不軽菩薩品二十 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
如来神力品二十一

嘱累品二十二
薬王菩薩本事品二十三 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

妙音菩薩品二十四 ✓
観世音菩薩普門品二十五 ✓ ✓

陀羅尼品二十六 ✓
妙荘厳王本事品二十七 ✓ ✓
普賢菩薩勧発品二十八 ✓

合　計 10 16 19 15 6 12
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莫
高
窟
第
三
六
一
窟
の
密
教
法
華
塔

　

法
華
経
変
以
外
に
、
中
唐
晩
期
の
莫
高
窟
第
三
六
一
窟
東
壁

門
上
に
も
、
こ
の
時
期
の
敦
煌
で
唯
一
単
独
で
現
れ
る
法
華
塔

が
描
か
れ
て
い
る
（
下
図
参
照
）。
図
全
体
の
大
き
さ
は
、
九

一
・
〇
セ
ン
チ
×
五
八
・
〇
か
ら
九
〇
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、

法
華
塔
（
多
宝
塔
と
も
称
す
る
）
を
中
心
に
し
て
い
る
。『
妙
法

蓮
華
経
』
見
宝
塔
品
は
、『
法
華
経
』
の
内
容
の
な
か
で
最
も

重
要
な
章
で
あ
る
。
多
宝
塔
が
大
地
か
ら
涌
き
出
る
こ
と
は
、

正
法
に
対
す
る
一
種
の
証
明
で
あ
り
、「
此
の
宝
塔
の
中
に
如

来
の
全
身
有
り
。
乃
往
過
去
に
、
東
方
の
無
量
千
万
億
阿
僧
祇

の
世
界
に
、
国
を
宝
浄
と
名
づ
く
。
彼
の
中
に
仏
有
り
、
号
し

て
多
宝
と
曰
う
。
其
の
仏
は
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
し
時
、
大
誓
願

を
作
さ
く
、『
若
し
我
れ
成
仏
し
て
、
滅
度
の
後
、
十
方
の
国

土
に
於
い
て
法
華
経
を
説
く
処
有
ら
ば
、
我
が
塔
廟
は
、
是
の

経
を
聴
か
ん
が
為
め
の
故
に
、
其
の
前
に
踊
出
し
て
、
為
め
に

証
明
と
作
っ
て
、
讃
め
て
善
き
哉
と
言
わ
ん
』」
と
あ
る（６
）。
多

宝
塔
は
空
中
に
登
り
、
十
方
世
界
の
分
身
仏
た
ち
が
集
ま
っ
て

来
る
の
で
、
こ
の
図
像
は
「
虚
空
会
」
と
も
称
さ
れ
る
。

　

従
来
、
二
仏
が
多
宝
塔
の
中
に
並
坐
す
る
図
像
は
す
べ
て

『
法
華
経
』
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
第
三
六
一
窟
東
壁
門
上
に
は
、

多
宝
塔
が
あ
り
、
会
座
に
集
っ
た
多
く
の
仏
や
文
殊
・
普
賢
の

図
像
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
下
の
方
に
は
涌
き
出
た
菩
薩
も
い

No Image

図　莫高窟第361窟東壁門上の法華塔（筆者による模写）
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る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
図
像
は
『
法
華
経
』
の
虚
空
会
の
縮

図
と
称
す
る
こ
と
さ
え
で
き
、
そ
の
背
後
に
表
し
て
い
る
内
容

は
、
法
華
経
変
全
体
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
さ
え
あ

る
。
図
の
多
宝
塔
の
中
に
は
二
仏
が
並
座
し
、
北
側
の
仏
は
左

手
を
伸
ば
し
て
手
の
ひ
ら
を
外
側
に
向
け
無
畏
印
を
施
し
、
右

手
は
胸
の
前
に
置
い
て
手
の
ひ
ら
を
内
側
に
向
け
て
い
る
。
南

側
の
仏
は
左
手
を
平
ら
に
し
て
、
お
腹
の
前
に
置
き
、
右
手
を

胸
の
前
に
お
い
て
説
法
印
を
作
っ
て
い
る
。
塔
の
な
か
の
釈

迦
・
多
宝
の
二
仏
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
わ
ず
か
に
区
別
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
の
仏
が

釈
迦
で
あ
り
、
多
宝
で
あ
る
の
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
釈
迦
と
多
宝
の
二
仏
の
並
坐
は
さ
ら
に
あ
る
特
殊
な
時
間

と
空
間
の
関
係
を
体
現
し
て
い
る
。
釈
迦
は
現
在
仏
で
あ
り
、

多
宝
は
過
去
仏
で
あ
る
。
両
者
が
同
時
に
現
在
の
同
一
の
空

間
に
出
現
す
る
こ
と
は
、
釈
迦
は
生
じ
て
い
る
が
生
じ
て
お
ら

ず
、
多
宝
は
滅
し
て
い
る
が
滅
し
て
い
な
い
と
い
う
特
殊
な
時

間
的
概
念
を
帯
び
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
釈
迦
と
多
宝
が

同
じ
塔
に
並
座
す
る
こ
と
は
、
過
去
と
現
在
の
二
つ
の
時
間
概

念
の
統
一
を
現
し
て
お
り
、
こ
の
図
の
中
に
お
い
て
時
間
を
連

続
す
る
永
遠
の
直
線
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
塔
の
上
方
の
両
側

面
に
は
合
計
で
六
組
の
一
人
の
仏
と
二
人
の
菩
薩
が
空
中
か
ら

飛
来
す
る
様
子
が
あ
る
。
こ
れ
は
十
方
の
分
身
の
諸
仏
が
虚
空

会
に
や
っ
て
来
る
情
景
を
表
現
し
て
お
り
、
十
方
の
仏
は
同
一

の
時
間
で
異
な
る
空
間
の
仏
で
あ
る
。
釈
尊
と
多
宝
が
表
現
す

る
時
間
概
念
と
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
小
さ
な
虚
空
会
の
図
の
中

に
空
間
と
し
て
の
十
方
と
、
時
間
と
し
て
の
過
去
・
現
在
と
い

う
時
空
概
念
を
含
ん
で
い
る
。

　

多
宝
塔
の
北
側
は
獅
子
に
乗
っ
た
文
殊
と
眷
属
で
あ
り
、
南

側
は
象
に
乗
っ
た
普
賢
と
眷
属
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
図
は
経

典
の
中
に
直
接
的
な
根
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
文
殊
と
普
賢
が
眷
属
を
伴
っ
て
法
華
塔
の
両
側
に
分

け
て
置
か
れ
る
と
い
う
図
像
は
、
莫
高
窟
で
は
初
唐
の
第
三
三

一
窟
に
最
も
早
く
出
現
し
て
お
り
、「
絵
師
は
さ
ら
に
他
の
品
、

ひ
い
て
は
他
の
経
典
に
多
く
出
る
菩
薩
を
加
え
て
、
法
華
会
の

周
囲
に
対
称
的
に
置
い
た
。
た
と
え
ば
左
側
に
獅
子
に
乗
っ
た

文
殊
と
右
側
に
象
に
乗
っ
た
普
賢
が
序
品
に
は
出
な
い
よ
う
に

で
あ
る
。
文
殊
は
法
華
会
に
参
加
す
る
一
番
上
位
の
大
菩
薩

で
あ
る
が
、
現
存
す
る
三
種
の
漢
訳
本
の
『
法
華
経
』
の
中
に
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は
、
い
ず
れ
も
彼
が
獅
子
に
乗
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。

文
殊
が
獅
子
に
乗
る
こ
と
は
、
初
唐
訳
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
に

由
来
し
て
お
り
、
法
華
経
変
の
部
分
的
内
容
は
そ
の
他
の
経
典

か
ら
出
て
い
る
と
わ
か
る
。
法
華
会
に
趣
い
た
十
八
人
の
大
菩

薩
の
中
に
も
、
普
賢
菩
薩
は
お
ら
ず
、
普
賢
が
象
に
乗
る
と
い

う
姿
は
、『
法
華
経
』
の
普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
見
ら
れ
る
。
こ

の
品
に
は
、
釈
迦
仏
が
自
分
の
涅
槃
を
説
い
た
後
、
も
し
あ
る

人
が
『
法
華
経
』
を
読
誦
す
れ
ば
、
普
賢
菩
薩
は
六
本
の
牙
を

も
つ
白
い
象
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て
守
護
す
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
絵
師
は
し
ば
し
ば
全
体
の
配
置
の
必
要
に
基
づ
い

て
、
他
の
品
の
内
容
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
て
い
る
と
わ

か
る
」
と
さ
れ
て
い
る（７
）。

　

獅
子
に
乗
る
文
殊
と
象
に
乗
る
普
賢
が
対
称
と
な
る
問
題
に

関
し
て
、
孫
暁
崗
は
『
文
殊
菩
薩
図
像
学
研
究（８
）』
に
お
い
て
す

で
に
議
論
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
『
陀
羅
尼
集
経
』「
金
輪
仏

頂
像
法
」
に
お
い
て
こ
う
し
た
配
置
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
法
華
塔
の
両
側
に
獅
子
に
乗
る
文
殊
と
象
に

乗
る
普
賢
を
配
す
る
こ
と
は
、
対
称
と
す
る
文
殊
変
と
普
賢

変
の
流
行
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
文
殊
は
智
を
つ
か
さ
ど

り
、
普
賢
は
理
を
つ
か
さ
ど
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
世
間
の
人

が
同
意
す
る
考
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
文
殊
を
智
慧
と
し
、
普
賢

を
実
践
と
し
て
、
こ
の
両
者
が
合
わ
さ
れ
ば
、「
万
行
が
兼
ね

通
ず
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
文
殊
と
普
賢
の
間
の
本
尊
は
、
釈

迦
仏
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
他
の
仏
で
あ
る

こ
と
、
ひ
い
て
は
晩
期
の
観
音
菩
薩
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
は
す
べ
て
文
殊
と
普
賢
の
両
者
が
合
わ
さ
っ
て
「
万

行
が
兼
ね
通
ず
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
観
念
と
関
係
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
法
華
塔
の
両
側
に
獅
子
に
乗
る
文
殊

と
象
に
乗
る
普
賢
な
ら
び
に
そ
の
眷
属
を
配
す
る
こ
と
に
は
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

図
の
最
も
下
の
角
は
、
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
菩
薩
が
お

り
、
両
手
を
合
わ
せ
て
法
華
塔
を
礼
拝
し
て
い
る
。
注
意
す
べ

き
こ
と
は
、
こ
の
二
人
の
小
さ
な
菩
薩
は
、
上
方
の
会
座
に

や
っ
て
来
た
仏
や
菩
薩
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他

の
聖
者
た
ち
は
み
な
雲
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て
い
る
が
、
こ
の

二
人
の
菩
薩
の
体
の
下
だ
け
に
は
祥
雲
が
な
い
。
こ
の
た
め
、

恐
ら
く
こ
の
二
人
の
菩
薩
は
、
虚
空
会
の
大
衆
と
区
別
す
る
た

め
に
〔
表
現
の
〕
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
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大
地
あ
る
い
は
海
か
ら
踊
り
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
図
の
全
体
と
同
時
代
の
法
華
経
変

と
を
比
較
す
る
と
、
第
三
六
一
窟
の
こ
の
小
さ
な
図
は
比
較
的

大
き
な
中
唐
法
華
経
変
の
中
か
ら
虚
空
会
の
部
分
を
切
り
取
っ

た
も
の
と
非
常
に
似
て
お
り
、
こ
の
最
も
代
表
的
な
図
に
よ
っ

て
『
法
華
経
』
の
意
義
を
現
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

第
三
六
一
窟
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
も
の
は
法
華
塔
の
形
式

で
あ
る
。
他
の
経
変
画
と
非
常
に
相
違
し
て
お
り
、
多
く
の
曲

線
を
帯
び
た
蓮
華
塔
の
形
式
に
よ
っ
て
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

塔
の
形
式
は
特
殊
で
あ
り
、
䔥
黙
は
『
敦
煌
建
築
研
究
』
に
お

い
て
、「
壁
画
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
式
の
塔
は
や
は
り
一
種
の
変
異

し
た
形
態
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
中
唐
第
三
六
一

窟
の
中
に
、
木
造
二
層
の
楼
閣
塔
が
広
く
曲
線
曲
面
を
用
い
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
層
の
レ
ン
ガ

と
石
で
で
き
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
塔
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
う

し
た
密
教
的
風
格
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
と
石
で
作
ら
れ
る
け
れ
ど

も
、
壮
麗
で
あ
り
、
決
し
て
木
造
に
劣
る
こ
と
は
な
い
」
と

述
べ
て
い
る（９
）。

郭
祐
孟
は
「
敦
煌
吐
蕃
時
期
洞
窟
の
図
像
構

造

―
莫
高
窟
３
６
０
窟
・
３
６
１
窟
を
題
と
し
て
」
に
お
い

て
、「
中
心
の
主
塔
は
、
下
か
ら
上
ま
で
全
部
で
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。
蓮
華
が
装
飾
さ
れ
た
須
弥
円
座
・
蓮
華
台
（
正

面
前
方
に
御
道
が
開
く
）・
上
端
が
収
束
し
た
円
筒
の
塔
身
（
そ

の
中
に
二
仏
が
並
座
す
る
）・
円
梁
・
斗
拱
・
蓮
華
形
の
承
檐
・

部
分
的
な
吐
蕃
の
紋
様
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
攢
尖
（
宝
形
造
）

と
い
う
漢
式
の
円
形
の
屋
頂
・
塔
刹
（
覆
鉢
・
華
の
垂
れ
た
飾

り
物
・
三
重
の
露
盤
・
月
牙
・
摩
尼
宝
珠
を
含
む
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
敦
煌
建
築
学
者
に
『
ス
ト
ゥ
ー
パ
式
塔
』
と
見
な
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
密
教
塔
の
特
殊
な
美
感
を
備
え
て
い
る
。

と
く
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
塔
身
の
須
弥
円
座
を
載
せ
る
も

の
が
、『
八
葉
蓮
華
』
の
形
を
作
っ
て
お
り
、
盛
唐
以
来
の
方

形
多
宝
塔
（
た
と
え
ば
莫
高
窟
三
一
窟
の
窟
頂
の
西
坡
）
や
円
形

塔
（
た
と
え
ば
莫
高
窟
二
一
七
窟
の
南
壁
東
側
）
な
ど
の
主
流
な

様
式
と
相
違
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
東
寺
の
宝
菩
提
院
の

本
法
華
曼
荼
羅
と
『
図
像
抄
』
の
図
例
を
検
討
す
る
と
、
三
六

一
窟
の
多
宝
塔
の
全
体
の
造
形
は
法
華
曼
荼
羅
の
中
院
と
完
全

に
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
釈
迦
・
多
宝

な
ら
び
に
八
大
菩
薩
の
『
法
華
中
院
』
の
構
造
を
反
映
し
て
い

る
。
豊
富
に
密
教
的
雰
囲
気
を
含
ん
だ
三
六
一
窟
に
つ
い
て
い
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え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
完
全
に
符
合
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
（
（1
（

。

　
『
法
華
経
』
は
大
乗
の
顕
教
の
中
で
突
出
し
た
地
位
に
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
漢
伝
密
教
の
中
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

『
法
華
経
』
も
経
文
の
中
で
自
身
は
「
如
来
秘
密
の
蔵
（
（1
（

」
で
あ

る
と
称
し
て
お
り
、
多
く
の
学
者
は
金
剛
・
胎
蔵
の
二
部
の
秘

密
の
法
に
お
い
て
金
剛
界
は
『
華
厳
経
』
に
由
来
し
、
胎
蔵
部

は
『
法
華
経
』
に
由
来
す
る
と
考
え
て
い
る
（
（1
（

。
唐
代
に
『
法
華

経
』
は
ま
た
「
護
国
三
経
」
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
た
。
河
西
の

密
教
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
大
師
で
あ
る
不
空
は
、

生
涯
、
密
教
に
よ
っ
て
法
を
護
り
国
を
護
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
。
彼
が
密
教
の
三
密
の
法
に
よ
っ
て
『
法
華
経
』
を
修
持

し
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
思
想
が
体
現
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ

る
。
不
空
は
『
法
華
経
』
を
修
持
す
る
た
め
に
、『
成
就
妙
法

蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』
を
翻
訳
し
、
擇
地
・
立
壇
す
る
こ

と
が
ち
ょ
う
ど
胎
蔵
法
と
持
明
法
の
修
持
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

不
空
が
『
法
華
経
』
を
重
視
し
た
こ
と
で
、
法
華
信
仰
に
密
教

的
な
性
質
が
加
え
ら
れ
た
。

　

仏
教
の
中
の
い
く
つ
か
の
懺
儀
も
、
ま
た
多
宝
塔
を
懺
悔
成

就
の
証
明
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行

法
経
』
は
「
眼
根
を
浄
め
已
っ
て
、
復
た
更
に
大
乗
経
典
を

読
誦
し
、
昼
夜
六
時
に
、
胡
跪
し
懺
悔
し
て
、
是
の
言
を
作

せ
、『
我
れ
は
今
、
云
何
ん
が
但
だ
釈
迦
牟
尼
仏
・
分
身
の
諸

仏
を
見
、
多
宝
仏
の
塔
の
全
身
の
舎
利
を
見
ざ
ら
ん
。
多
宝
仏

の
塔
は
、
恒
に
在
し
て
滅
せ
ず
。
我
れ
は
濁
悪
の
眼
な
り
。
是

の
故
に
見
ず
』
と
。
是
の
語
を
作
し
已
っ
て
、
復
た
更
に
懺
悔

せ
よ
。
七
日
を
過
ぎ
已
っ
て
、
多
宝
仏
の
塔
は
、
地
従
り
涌
出

せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
（
（1
（

。
莫
高
窟
第
三
六
一
窟
は
、
吐
蕃
が
敦

煌
を
統
治
し
た
晩
期
の
代
表
的
密
教
洞
窟
で
あ
る
。
法
華
塔
は

東
壁
門
上
に
あ
り
、
窟
全
体
の
最
後
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
部
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
が
窟
内
で
法
事
を
終
え
た
後
、
最
後
に

ま
な
ざ
し
が
み
な
東
壁
門
上
の
多
宝
塔
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
多
宝
塔
が
成
就
の
証
明
と
見
な
さ
れ
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る

人
が
最
後
に
多
宝
塔
を
見
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、

行
わ
れ
た
法
事
が
円
満
に
完
了
し
た
こ
と
を
現
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
に
、
こ
こ
に
単
独
で
出
現
す
る
法
華
塔
に
は
明
ら
か
な

儀
礼
的
な
働
き
が
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
盛
唐
以
前
の
法
華

塔
の
図
像
と
最
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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小
　
結

　

以
上
、
ま
と
め
る
と
、
吐
蕃
が
敦
煌
を
統
治
し
た
時
期
は
、

依
然
と
し
て
北
朝
以
来
の
法
華
信
仰
の
伝
統
が
続
い
て
お
り
、

経
典
で
あ
れ
図
像
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
法
華
信
仰
の
痕
跡
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
、
最
も
流
行
し
た
『
法

華
経
』
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
竺
法
護
訳
の
『
正

法
華
経
』
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
図
像
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
時

期
の
法
華
経
変
に
は
か
な
り
固
定
的
な
図
案
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
晩
唐
以
後
の
法
華
経
変
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
ま
た
、
莫
高
窟
第
三
六
一
窟
の
密
教
法
華
塔
の
出
現
は
、

こ
の
時
期
の
法
華
信
仰
の
密
教
化
を
物
語
っ
て
お
り
、
法
華
信

仰
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
重
要
な
発
展
を
反
映
し
て
い
る
。

注
　

（
１
） 

方
広
錩
『
敦
煌
仏
教
経
録
輯
校
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

七
年
、
第
四
四
四
―

四
八
〇
頁
。

（
２
） N

o

は
、
日
本
東
洋
文
庫
チ
ベ
ッ
ト
研
究
委
員
会
編
『
ス
タ
イ

ン
蒐
集
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
解
題
目
録
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
七

七
―

一
九
八
三
年
）
が
も
と
も
と
の
番
号
と
照
合
し
た
も
の
を

参
照
し
た
。
以
下
、
同
じ
。

（
３
） 

賀
世
哲
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
・
法
華
経
画
巻
』
商
務
印
書

館
、
一
九
九
九
年
、
第
九
〇
―

一
〇
五
頁
。

（
４
） 

下
野
玲
子
「
吐
蕃
統
治
時
期
敦
煌
〈
法
華
経
変
〉
小
考
」、
樊

錦
詩
主
編
『
敦
煌
吐
蕃
統
治
時
期
石
窟
與
蔵
伝
仏
教
芸
術
研

究
』
蘭
州
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
第
二
〇
一
―

二

一
二
頁
。

（
５
） 

こ
の
表
は
賀
世
哲
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
・
法
華
経
画
巻
』
の

中
の
「
附
録
一
：
敦
煌
石
窟
法
華
経
変
各
品
統
計
表
」
に
基
づ

い
て
制
作
し
た
。
こ
の
中
で
、
莫
高
窟
第
四
七
二
窟
の
現
存
す

る
壁
画
は
破
損
が
酷
く
、
実
際
に
は
正
確
に
元
の
様
子
を
反
映

で
き
な
い
。
莫
高
窟
第
一
四
四
窟
の
時
代
は
中
唐
か
ら
晩
唐
に

接
す
る
時
期
で
あ
る
。

（
６
） ［
後
秦
］
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
、『
大
正
新
修
大

蔵
経
』（
以
下
、『
大
正
蔵
』
と
称
す
）、
第
九
巻
、
三
二
頁
。

（
７
） 

賀
世
哲
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
・
法
華
経
画
巻
』
上
海
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
四
一
―
四
二
頁
。

（
８
） 

孫
暁
崗
『
文
殊
菩
薩
図
像
学
研
究
』
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
、
第
四
五
―

四
九
頁
。

（
９
） 

䔥
黙
『
敦
煌
建
築
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
第
一

六
二
頁
。

（
10
）
郭
祐
孟
「
敦
煌
吐
蕃
時
期
洞
窟
的
図
像
結
構

―
以
莫
高
窟
３

６
０
和
３
６
１
窟
為
題
」、
敦
煌
研
究
院
編
『
敦
煌
吐
蕃
文
化

学
術
研
討
会
論
文
集
』
甘
粛
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
第

一
三
六
―

一
三
七
頁
。
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（
11
） ［
後
秦
］
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
五
、『
大
正
蔵
』
大

正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
―

一
九
三
四
年
、
第
九
巻
、
第

三
九
頁
。

（
12
） ［
日
］
大
村
西
崖
『
密
教
発
達
志
』
巻
二
、
華
宇
出
版
社
、
一

九
八
六
年
、
第
二
一
一
頁
。

（
13
） ［
南
朝
宋
］
曇
無
蜜
多
訳
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
巻
一
、

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
第
三
九
一
頁
。　

（
ち
ょ
う　

ぎ
ょ
う
せ
い Zhao X

iaoxing

／
敦
煌
研
究
院
研
究
員
）

（
訳
・
ま
つ
も
り　

ひ
で
ゆ
き
／
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
、

創
価
大
学
准
教
授
）


